
◎国から通知のあった調査の概要 

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

 以前までの「日常生活圏域ニーズ調査」は、地域の高齢者の状況を把握することで、地域課題を把握（地域診断）して地

域の目標を設定すると同時に、介護予防事業に誘導すべき高齢者のスクリーニングに活用することを想定。 

 新たな「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」では、新しい総合事業の進捗管理や事業評価のために必要な地域診断を行

うことを想定。 

 

【変更事項】 

 
 

在宅介護実態調査 

 「在宅介護実態調査」は、第７期介護保険事業計画の策定において、これまでの「地域包括ケアシステムの構築」という

観点に加え、「介護離職をなくしていくためにはどのようなサービスが必要か」といった観点を盛り込むため、「高齢者等

の適切な在宅生活の継続」と「家族等介護者の就労継続」の実現に向けた介護サービスの在り方を検討することを目的とし

て、主に在宅で要支援・要介護認定を受けている方を対象としています。 
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